
教科教育研修課の研究発表 

 

  

 

 

 

 

 

 

 １ 「学習内容の関連」について 

「学習内容の関連を踏まえる」とは，基礎的・基本的な知識・技能を活用して課題を解決す

るために必要な思考力・判断力・表現力を継続的に育成することについて，複数の単元におけ

るそれぞれの学習内容のまとまり相互にどのような関連があるのかを明らかにし，指導に生か

すことです。このことによって，どのような知識・技能の活用を図る学習活動を設定すればよ

いのか，何を見通し，何を振り返る学習活動を設定すればよいのか，を具体化することができ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

〔 研 究 主 題 〕 

学習内容の関連を踏まえた思考力･判断力･表現力の育成に関する研究 

～「判断基準」に基づく指導と評価を通して～ 

 

この研究が目指しているのは， 

思考力・判断力・表現力の継続的

な育成です。 

そのためのキーワードが， 

「学習内容の関連」と 

「判断基準」です。 

図１ 学習内容の関連を踏まえるとは 

【見通し・振り返り学習活動】 

各教科等の指導に当たっては，児童生徒が学習の見通しを立てたり学習し

たことを振り返ったりする活動を計画的に取り入れることが重視されていま

す。その際，学習内容の関連を踏まえて，前回の学習内容を児童生徒に提示

したり想起させたりすることにより，学習の充実に効果的に働きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

既習単元 

以前指導した 

学習内容のまとまり 

本単元 

今回指導する 

学習内容のまとまり 

振り返り     見通し 

 関
連 

見通し 振り返り 

思考力・判断力・表現力 

 

知識・技能 

主体的に学習に取り組む態度 

習得   活用 

思考力・判断力・表現力 

 

知識・技能 

主体的に学習に取り組む態度 

習得   活用 

【知識・技能の活用を図る学習活動】 

 学習内容の関連を踏まえることにより，授業において知識・技能を実生活 

の様々な場面に活用する活動を効果的に設定したり，様々な課題解決のため 

の構想を立て実践し，評価･改善する活動を設定したりすることができます。 
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２  「判断基準」について 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この「判断基準」の妥当性について，「鹿児島学習定着度調査」（小学校第５学年・国語）

における，「思考・表現」の問題で説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「判断基準」とは，児童生徒の思考や判

断の結果が表現される「説明」や「論述」

等の言語活動において，目標の達成状況を

判断する具体的な尺度のことです(図２)。 

図３ 調査問題の答えの導き方と「判断基準」の関係 

(4)                                正答例 

（今回のインタビューで，） 山中先生がァ本のすばらしさを身をもって教えてくだ

さろうとしていることを初めて知り，ィ心を打たれました。先生のお気持ちがみんなに

伝わるように，誤りのない記事を書こうと思います。（98字） 

予想される児童の表現例 

(1)                                        学習指導要領における内容 

第５・６学年「Ａ話すこと・聞くこと」 

 ァ話し手の伝えたかったことを捉えながら聞き，それに対するィ自分の感想をまとめ

ている。（下線…ア，下線…イ） 

 ※ この評価規準は，｢Ａ話すこと・聞くこと」の指導事項エ（話し手の意図をとらえ

ながら聞き，自分の意見と比べるなどして考えをまとめること。）を基に作成した。 

評価規準 

これを活用すれば，どのような

思考・判断・表現を行わせれば目

標に到達するのかを正確に見定め

る授業構想ができます。 

 

 

(3)                            正答例が正答である理由 

ア 話し手の意図を，その発言に基づいて捉えている。 

イ 捉えた意図を踏まえた自分の感想をまとめている。 

（80字～100字） 

判断基準（Ｂ） 

｢判断の要素｣ 

図２ 「判断基準」に基づく｢思考・判断・表現｣の評価 

評
価
規
準 

｢

判
断
の
要
素｣ 

分析的に 
具体化 

判断基準Ａ 

判断基準Ｂの程度を超えたと  
認められる状況             
（※ 固定的に捉えるものではない。） 

十分満足 

できる状況 

（Ａ状況） 

おおむね満足

できる状況 

（Ｂ状況） 

努力を 

要する状況 

（Ｃ状況） 

予想される表現例 

判断基準Ｂ 

「判断の要素」を「おおむね満足 
できる」具体的な状況で表したもの 

(2)                              理由のポイント 

ア 話し手の意図 

イ 話し手の意図に対する自分の感想 
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【参考】「鹿児島学習定着度調査」（小学校第５学年・国語）における，「思考・表現」の問題 
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３ 学習内容の関連を踏まえた「判断基準」に基づく「思考・判断・表現」の指導

と評価について 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 「判断基準」に基づく評価結果を踏まえた指導について 

      

 

 

 

 

 

評価を指導に生かすために 

 

 

 

 

 

 

 

「判断基準」を設定して「思考・判断・表現」の評価を行い， 

その結果を踏まえた指導を行う際にも，学習内容の関連を踏まえれば， 

より効果的・効率的に指導と評価を行えます。 

その際のポイントは，図４のとおりです。 

【補充指導】 

「努力を要する」Ｃ状況と評価された児

童生徒について，「おおむね満足できる」

Ｂ状況となるために取り組ませる指導です。 

図５ 評価結果を踏まえた指導 

判断 
基準 
Ｂ 

補充指導 

Ｃ状況 

Ａ状況 

判断 
基準
Ａ 

Ｂ状況 

深化指導 

「
判
断
基
準
」
に
よ
る
評
価 

【深化指導】 

「おおむね満足できる」Ｂ状況と評価

された児童生徒について，その可能性を

更に伸ばし，「十分満足できる」Ａ状況

へ高めるために取り組ませる指導です。 

図４ 学習内容の関連を踏まえた「判断基準」の設定（単元間に学習内容の関連がある場合） 

何を習得させ，それをどの

ようにして活用させたか。 

その結果をどのようにして

見取ったか。 

既習単元と比較して，どの 

ようなレベルアップが図られ

ているか。（既習単元で学ん

だ何を生かしているか。） 

 

 

評価規準 

 

｢判断の要素｣ 

 

｢判断基準｣ 

思考力・判断力・

表現力が最も発揮さ

れる場面において指

導と評価の一体化を

図ります。 

本単元 
 

 

評価規準 

 

｢判断の要素｣ 

 

｢判断基準｣ 

既習単元 

学習内容の質的な向上や量的な変化に沿って， 

本単元の「判断基準」等を設定します。 

どのような観点から学習内容の関連を図る

か，各教科の特性に応じて把握します。 
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＜平成25・26年度＞

学習内容の関連を踏まえた
思考力・判断力・表現力の育成に関する研究

～「判断基準」に基づく指導と評価を通して～

教科教育研修課研究発表

【平成26年度調査研究発表会】

鹿児島県総合教育センター鹿児島県総合教育センター

1

確かな学力
基礎・基本を確実に身に付け､

自ら課題を見付け､自ら学び､自ら考え､
主体的に判断し､行動し､

よりよく問題を解決する資質や能力

豊かな人間性
自らを律しつつ､

他人とともに協調し､
他人を思いやる心や

感動する心

健康・体力
たくましく

生きるための
健康や体力

生きる力

2

研究主題

学習内容の関連

「判断基準」

を踏まえた

思考力・判断力・表現力の

育成に関する研究

に基づく指導と評価を通して

3

発表内容

Ⅱ 「学習内容の関連」について
（H25～H26研究内容）

4

Ⅰ 「判断基準」について（H23～H24研究内容）

Ⅲ 成果と課題

Ⅰ 「判断基準」について

5

具体的に，どんな指導をすれば，思考力・

判断力・表現力を育むことができるのかが，
はっきりしないのではないか。
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「思考・判断・表現」をどう評価すればよいのか，
その手立てが明確になっていないのではないか。

言語活動で思考・判断し，表現したこと

「思考･判断･表現」の評価

課題解決

8

△ 思考・判断し，表現したことをどのようにして評
価すればよいのか。

「思考・判断・表現」における課題

評価規準を基に評価と指導のよりどころを明確にする。

△ 言語活動を通してどのような力を身に付けるのか。

複数の知識・技能 多岐にわたる表現

「判断基準」

課
題

言語活動を通じて･･･

判断基準Ｂの程度を超えたと

認められる状況
（※）固定的に捉えるものではない。

十分満足
できる状況
(Ａ状況)

おおむね満足
できる状況
(Ｂ状況)

努力を
要する状況
(Ｃ状況)

分析的に
具体化

「判断基準」の考え方

「思考･判断･表現」の評価

9

判断基準Ａ

予想される表現例

「判断の要素」を「おおむね満足

できる｣具体的な状況で表したもの

判断基準Ｂ

「
判
断
の
要
素
」

評
価
規
準

「判断基準」のよさ

10

インタビューにおける話し手の伝えたかったことを捉え
ながら聞き，それに対する自分の感想をまとめている。

（小学校５年国語「話す・聞く」の例）

尺
度

分

析

言語活動を通して
どのような力を身に付けるのか。

思考・判断し，表現したことを
どう評価すればよいのか。

評価規準

「判断の要素」

「判断基準」

判断基準Ｂ
予想される表現例

判断基準Ａ

「判断基準」の設定

話し手の意図を，

その発言に基づいて
捉えている。

捉えた意図を踏まえた
自分の感想を
まとめている。

予想される児童の表現例

話し手の意図

話し手の意図
に対する

自分の感想

｢判断の要素｣

11

インタビューにおける話し手の伝えたかったことを捉えながら
聞き，それに対する自分の感想をまとめている。

分析的に表す

評価規準

「おおむね満足できる」
状況として具体化した尺度

「おおむね満足できる」
状況を実際の表現で想定

（今回のインタビューで，）

山中先生が本のすばらしさ

を身をもって教えてくださろ

うとしていることを初めて知

り，心を打たれました。先生

のお気持ちがみんなに伝

わるように，誤りのない記

事を書こうと思います。

判断基準Ｂ

ま
き
さ
ん
が
所
属
す
る
情
報
委
員
会
で
は
、
か
べ
新
聞
の
「
先
生
し
ょ
う
か
い
コ
ー

ナ
ー
」
を
書
く
た
め
に
、
先
生
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ま
き
さ
ん
は
、
み
つ
お
さ
ん
、
し
ん
ご
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、

図
書
室

で
よ
く
会
う
三
年
担
任
の
山
中
先
生
を
取
材
し
ま
し
た
。

左
は
、
そ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
で
す
。
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

７（
は
じ
め
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
後
）

㋐

ま
き

こ
の
前
、
山
中
先
生
を
図
書
室

で
見
か
け
ま
し
た
。
先
生
は
、
昼

休
み
に
よ
く
図
書
室
に
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
ね
。

先
生

は
い
。
よ
く
い
ま
す
よ
。

㋑

み
つ
お

図
書
委
員
会
の
島
田
さ
ん
も
、

子
供
と
い
っ
し
ょ
に
静
か
に
本

を
読
む
山
中
先
生
の
背
中
が
印

象
的
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

先
生

は
は
は
、
そ
う
言
わ
れ
る
と
何

だ
か
は
ず
か
し
い
で
す
ね
。

㋒

み
つ
お

週
に
何
回
く
ら
い
図
書
室
に

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。

先
生

・
・
・
。
う
う
ん
と
、
三
回
か

四
回
は
行
き
ま
す
。

㋓

し
ん
ご

三
、
四
回
で
す
か
。
そ
れ
は
、

ぼ
く
ら
が
予
想
し
て
い
た
よ
り

も
多
い
で
す
。
先
生
は
、
と
て

も
本
が
好
き
な
ん
で
す
か
。

先
生

あ
あ
、
え
え
と
。
こ
れ
は
初
め

て
話
す
こ
と
な
ん
で
す
が
、
わ
た

し
が
図
書
室
で
よ
く
本
を
読
ん
で

い
る
の
に
は
、
実
は
、
あ
る
ね
ら

い
が
あ
る
ん
で
す
。

㋔

ま
き

あ
る
ね
ら
い
、
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
す
と
。

先
生

わ
た
し
は
、
自
分
が
本
を
読
ん

で
い
る
す
が
た
を
子
供
た
ち
に
見

て
も
ら
い
た
く
て
、
図
書
室
に

通
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

㋕

ま
き

え
、
そ
う
な
ん
で
す
か
。

先
生

そ
し
て
、
そ
の
す
が
た
を
見
た
み
な
さ

ん
が
、
「
大
人
も
、
本
の
世
界
を
楽
し
ん

で
い
る
ん
だ
。
」「
大
人
に
な
っ
て
も
、
本

は
ず
っ
と
わ
た
し
た
ち
の
友
達
な
ん

だ
。
」
と
い
う
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

㋖

み
つ
お

つ
ま
り
先
生
は
、
読
書
が
す
き
だ
か
ら

こ
そ
、
本
の
す
ば
ら
し
さ
を
教
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る―

。

先
生

そ
う
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。

㋗

ま
き

子
供
と
本
を
読
む
の
は
ど
う
で
す
か
。

先
生

そ
う
で
す
ね
え
・
・・。
子
供
と
本
を
読

む
の
は
・
・
・
。
わ
た
し
は
読
書
が
好
き
で

す
か
ら
、
図
書
室
で
の
時
間
は
と
て
も
楽

し
い
で
す
。
で
も
、
さ
っ
き
言
っ
た
ね
ら
い

が
達
成
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
ね
。

㋘

し
ん
ご

そ
う
で
す
か
。
最
後
の
質
問
に
な
り

ま
す
が
、
先
生
は
今
後
も
図
書
室
で
読

書
を
さ
れ
る
予
定
で
す
か
。

先
生

も
ち
ろ
ん
。
あ
な
た
た
ち
と
も
、
ぜ
ひ
、

本
を
読
む
ひ
と
と
き
を
共
に
し
た
い
で
す

ね
。

㋙

み
つ
お

そ
の
と
き
は
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

ま
き

。

先
生

こ
ち
ら
こ
そ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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７

二

情
報
委
員
会
を
担
当
し
て
い
る
森
先
生
が
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
を
ふ
り
返
っ
て
い
る
ま
き
さ
ん
た

ち
に
、
次
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
山
中
先
生
の
お
人
が
ら
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
、
す
ば
ら
し
い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
と
は
、
よ
り
良
い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
す
る
た
め
に
も
、
最
後
の
お

礼
の
述
べ
方
は
、
も
っ
と
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

「あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

前
に
、
山
中
先
生
が
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
自
分
の
感
想
を

述
べ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
す
る
と
、
相
手
は
、
自
分
の
話
が
相
手
に
し
っ
か
り

と
伝
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
き
さ
ん
た
ち
は
、
森
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
し
た
が
っ
て
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
中
の

の
部
分
に
文
章
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
付
け
加
え
る
文
章
を
、
「今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
」に
続

け
て
、
八
十
字
以
上
百
字
以
内
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

H25年度鹿児島学習定着度調査小学５年「話すこと・聞くこと」 13

「判断基準」による指導の実際

話し手の伝えたかったことを捉えながら聞き，それに対する自分の感
想をまとめている。

学習指導要領学習指導要領指導事項指導事項評価規準

話し手の伝えたかったことを捉えながら聞き，それに対する自分の感
想をまとめている。

学習指導要領指導事項評価規準

正答例
山中先生が本のすばらしさを身をもって教えてくださろうとしている

ことを初めて知り，心を打たれました。先生のお気持ちがみんなに伝わる
ように，誤りのない記事を書こうと思います。

予想される児童の表現例 正答例
山中先生が本のすばらしさを身をもって教えてくださろうとしている

ことを初めて知り，心を打たれました。先生のお気持ちがみんなに伝わる
ように，誤りのない記事を書こうと思います。

予想される児童の表現例

14

理由のポイント理由のポイント
ア 話し手の意図

イ 話し手の意図に対する自分の感想

｢判断の要素｣ 理由のポイント
ア 話し手の意図

イ 話し手の意図に対する自分の感想

｢判断の要素｣

ア 話し手の意図を，その発言に基づいて捉えている。

イ 捉えた意図を踏まえた自分の感想をまとめている。

正答例が正答である理由正答例が正答である理由判断基準Ｂ

ア 話し手の意図を，その発言に基づいて捉えている。

イ 捉えた意図を踏まえた自分の感想をまとめている。

正答例が正答である理由判断基準Ｂ

Ⅱ 「学習内容の関連」について

15

学習内容の関連について

関
連

思考力・判断力・表現力

知識・技能

主体的に学習に取り組む態度

習得 活用

思考力・判断力・表現力

知識・技能

主体的に学習に取り組む態度

習得 活用

既習単元
以前指導した

学習内容のまとまり

振り返り

本単元
今回指導する

学習内容のまとまり

見通し

「判断基準」の設定に基づく指導と評価

知識・技能の活用を
図る学習活動

見通し・振り返り学習活動

16

今回の
学習内容

次回の学習内容（見通し）へ

見通し

活用習得

思考力･判断力･
表現力の育成

振り返り

前回の
学習内容

見通し

習得 活用

学習内容の関連を踏まえた指導

振り返り

17 18

Ⅲ 成果と課題
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するための，指導の考え方を明確にできた。
○ 思考力・判断力・表現力を継続的に育成
するための，指導の考え方を明確にできた。

○ 思考力・判断力・表現力を評価する「判
断基準」の妥当性の向上，評価を適切に行
う際の考え方を提示できた。

成果

○ 評価結果を効果的に指導に生かす際の考
え方を提示できた。

成果と課題

19

課題

に評価できる手立てを構築する必要がある。
○ 判断基準Ｂを超える優れた表現を，適切
に評価できる手立てを構築する必要がある。

○ 「学習内容の関連」及び「判断基準」を
用いた，思考力・判断力・表現力を育成す
る指導と評価について，妥当性を更に追求
し，普及を図る必要がある。

成果と課題

20

大村はま「教えるということ」より

研究の苦しみと喜びを身をもって知り，
味わっている人は，
いくつになっても青年であり，
子どもの友であると思います。

研究をしていて，
勉強の苦しみと喜びを ひしひしと，
日に日に感じていること，
そして，
伸びたい希望が胸にあふれていることです。

私は，
これこそ教師の資格だと思います。
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